
 湖誠会視察報告書 

平成２４年２月８日（水）午前１０時３０分から正午まで 

文化財行政について 

１、文化財保護の現状と課題について 

文化庁文化財部 伝統文化課長 湊屋 治夫氏 

 

・文化財は文化財保護法に基づき、個々の文化財の保存が適切に行われるよ

うに、国として何らかの制約をかけて必要な強制措置を講じています。 

 

・体系は６つの類型からなる（指定は特に重要なもの）平成 23年 10月 

① 有形文化財    建造物 ・ 美術工芸品 

        ・国宝（指定）美術工芸８６６件、建造物２１６件 

・重要文化財（指定）美術工芸１０，４３０件 

          建造物２，３８１件 

・登録有形文化財 

② 無形文化財    演劇 ・ 音楽 ・ 工芸技術など 

             重要無形文化財 個人１１７人（指定） 

団体２６団体（指定） 

③ 民俗文化財    有形民俗文化財 ・ 無形民俗文化財 

             重要有形民俗文化財、重要無形民俗文化財（指定） 

④ 記念物      遺跡 ・ 名勝地 ・ 動物、植物、地質鉱物 

             史跡、名勝、天然記念物（指定）・登録記念物 

⑤ 文化的景観    地域における景観地（棚田、里山、用水路など） 

             重要文化的景観（都道府県、市町村の申出による） 

⑥ 伝統的建造物群  宿場町 ・ 城下町 ・ 農漁村など 

             伝統的建造物群保存地区（市町村が決定） 

その他     ・文化財の保存技術 ・埋蔵文化財 

 

 ＊文化財は後世に伝えるためにも、修理をする際にも同じような形を保った 

まま同じ材料で行い、形を変えるときは許可が必要となります。 

持主が個人の場合は、県・市と相談のうえ申請を行い、国庫補助を受けること

ができます。 

 



＊来年度の文化財保護の予算は４５７億円であり、この中には東日本大震災分 

も含んでいます。 

 ＊東日本大震災で被害を被った文化財、埋蔵文化財の発掘には、全国に依頼 

しご協力をお願いしています。 

 ＊国以外に文化財は県、市が条例により指定できる仕組みがあります。 

 ＊文化庁のホームページではどの地域にどのような文化財があるか判るよう 

に地域文化財のページを設けています。 

 

 

２、地域活性化（観光振興）の取り組みについて 

   文化庁 文化財部伝統文化課 課長補佐 山口 壮八氏 

   

  「文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業」は、日本各地の文化遺 

産について、適切な保存・継承の必要性とともに、地域の活性化や観光振興 

に資する役割が認識され、平成２２年６月に閣議決定された新規事業です。

平成２３年から各地で同事業が実施されています。 

平成２３年度は７１億円の予算で、２４年度は５８億円の予算要求を行っ 

ています。 

 

 ＊ 趣旨・目的 

   我が国の「たから」である地域の多様で豊かな文化遺産を活用し、伝統 

  行事・伝統芸能の公開や後継者養成、重要文化財建造物等の公開活用や史 

  跡等の復元・公開など、地域の特色ある総合的な取組を支援し、文化振興 

  とともに観光振興・地域経済の活性化を推進することを目的としています。 

 

 ＊事業の実施方法 

   都道府県・市町村が地域の多様で豊かな文化遺産を活用し、文化振興と 

  ともに観光振興・地域経済の活性化を推進する地域の特色ある総合的な取 

  組を計画し、この計画に基づいて実施する取り組みに、文化庁が補助金を 

  交付します。 

 

 ＊補助対象事業 

  １、地域の文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業 

    ・地域文化遺産に関する情報発信（ホームページ・パンフレット作成） 

人材教育、普及啓発（展覧会・シンポジューム） 



継承（体験事業、後継者養成、用具の新調、修 

理、 作成、調査研究（映像記録の制作） 

   

２、ミュージアム活性化支援事業 

    ・美術館、歴史博物館が中心となった地域文化資源活用、地域連携強 

    化、新規利用者層創出、国際交流拠点形成、国際発信拠点形成 

 

  ３、重要文化財建造物等公開活用事業（国指定・補助金対象経費５０％） 

    ・重要文化財建造物、登録有形文化財建造物又は重要伝統的建造物 

    群保存地区の公開活用のための保存活用計画の策定、設備等整備な 

    ど 

 

  ４、史跡等及び埋蔵文化財公開活用事業（国指定・補助金対象経費５０％） 

    ・史跡、名勝、天然記念物及び埋蔵文化財に関する公開活用のための 

    復元、設備等整備など 

 

  事業の流れ 

              計画募集 

        文化庁         都道府県・市町村 

採択   計画提出       計画策定 

                         （都道府県ごとに１つ） 

   審査依頼   意見           

          

               補助金交付 

       審査委員会          補助対象事業 

 

 

【参考】 

    ○地域の祭礼行事を中心とした計画 

      祭礼行事に関して使用する用具修理、後継者養成、住民行事体験 

    ○地域の博物館・美術館を中心とした計画 

      展覧会開催、出張ワークシップ、姉妹都市での海外展など 

    ○市で策定した観光振興施策等を踏まえた施策 

      エコツーリズムやグリーンツーリズムと連携した地域の有形、無 

      形の文化財公開 

     



○地域住民の参加を中心とした施策 

     ・茶道、華道など生活文化に関わる指導者による社会人を対象とし 

た体験事業 

     ・地域住民参画の伝統文化体験フェスティバル 

 

  取組事例 

   ①岩手県「盛岡市文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業」 

     教育委員会が中心となり、黒川参差踊を保存団と連携した事業や、 

     史跡等及び埋蔵文化財公開事業、また史跡志波城跡保存整備事業が 

     検討されています。 

   ②千葉県「佐倉・城下町４００年記念事業」を計画し佐倉市教育委員会 

     が中心となり佐倉山山車人形保存会・佐倉１１万石、時代まつり実 

行委員会が連携し行っています。 

   ③大分県「歴史ロマン体験！～千年の歴史にふれる旅～」を教育委員会 

     歴史博物館、観光圏協議会、宇佐市が連携し観光振興・地域活性化 

事業に取り組んでおられます。 

 

担当者から一言 

  ・文化財の保存、継承していくための整備について文化庁は支援、補助し 

ていくものであり、活性、観光についての取り組みは地域（教育委員会、 

文化財保護課、観光課、商工課など）にお願いしています。 

    また、行政だけで実施すると片寄りが生じると思うので、地域住民の 

   方の協力が必要。しかし住民の方の思いが強すぎると派手になったり、 

目立つ部分が出てくるので、文化財の観点から自然の姿、形でお願いし 

ています。 

 ２４年度は申請が多くなり今年度のように実施できるかどうか判りま 

せん。 

 

３．所 感 

   大津市は、琵琶湖と美しい山々に囲まれ風光の地であり、その恵まれた 

   自然の中で、豊かな歴史と文化を育んでまいりました。今からおおよそ 

８，０００年前の縄文時代、この地に人が住みはじめて以来、大津は常 

に日本の歴史の表舞台にあって注目を集めてまいりました。それはこの 

地が日本の東西を結ぶ交通の要所であったことに起因しています。 

 滋賀県は国宝・重要文化財の保有数が（建造物全国３位・美術工芸品 



４位）（世界遺産１）があり、国宝延暦寺根本中堂・日吉大社西本宮本殿 

・園城寺金堂・彦根城があります。 

また大津市は市レベルでの国指定文化財指定件数は全国３位であり、 

遺跡分布図で３８５カ所と日本でも有数の遺跡が存在しています。 

 京都、奈良に近く、このような素晴らしい歴史と文化があるにもかか 

わらず、観光客が滋賀県に訪れていただけない最大の問題は、資源を活 

かしきれていないことにあります。 

 大津市としても観光行政には力を注いでいただいておりますが、観光 

客の来訪が難しく課題となっています。 

大津市は南北に４５．６ｋｍと細長く観光地が点であり、面として捉え 

られない部分や、観光客が長く滞留していただける場所がないことも大 

きな要因です。 

また、県の玄関であり大津市の玄関でもある大津駅はもとより、中心 

市街地が活性されておらず、この問題解決に向け現在取り組んでいる最 

中でもあります。 

 平成２３年度に大津市も文化庁に対して「文化遺産を活かした観光振 

興・地域活性化事業実施計画書」を浜大津周辺部の活性化に向け申請し 

ています。 

 市を挙げて地域の「たから」である自然や文化遺産を守りながら、こ 

れらを活かした観光振興、地域活性化に向け議論し取り組む必要がある 

と考えます。 


